生物科学Ⅰ　予想問題・解答
［1］（1）分化
　　　　　　多細胞生物の個体の一部が他の部分とは機能的・形態的に異なる特殊性
　　　　　を獲得すること。（40字）
　　　　　
　　　　　 (2) 遺伝子
　　　　　　遺伝形質を支配する情報を担う構造単位で、化学的本体は通常DNAで
　　　　　ある。4種類の塩基の配列順序により遺伝情報が決定される。(60字)
    
           (3) 化学進化
　　　　　　原始地球において、生物出現の前段階として、火山噴火、雷光、紫外線
　　　　　などの作用により、単純な化学物質から生体構成物質が生成された過程。
　　　　　(65字)

　　　［2］（1）ウイルスの特徴
微小な粒子であり、遺伝子としてDNAまたはRNAを持ち、タンパク　
　　　質の殻に包まれている。自立した生命体にとって必須の代謝機能やタン
　　　パク質合成機能を持たないため、宿主細胞に感染し、その機能を利用し
　　　て自らの遺伝情報を発現させ遺伝子を複製することで、多数の子孫ウイ
　　　ルスを形成する。（136字）

　　　(2)　細胞膜の機能
　　　　細胞質と細胞外液を仕切り拡散を妨げるほか、刺激の受容や情報の伝
　　　達、興奮の伝導、物質の選択的な透過などに関与する。(56字)　
　　　
　　　(3) 翻訳
　　　　rRNAはタンパク質と共にリボソームを形成し、タンパク質合成の場
　　　となる。mRNAはDNAの遺伝情報を転写して翻訳の鋳型となる。特定
　　　のアミノ酸と結合したtRNAはリボソーム上のｍRNAのコドンと相補的
　　　に結合し、アミノ酸からタンパク質が合成される。(122字)

　　　(4) 共生進化説
　　　　　嫌気性の原核生物に原始的好気性細菌が細胞内共生することでミトコ
ンドリアができ、動物・植物共通の祖先となる細胞が生じた。さらに原
始的ラン藻類が細胞内共生して葉緑体となった細胞は植物細胞に進化し、
　　　　共生しなかった細胞は動物細胞へと進化した。(117字)

　　    (5)真核細胞の特徴
　　　　　原核生物のDNAは環状で核膜に包まれておらず、生体膜に覆われた
　　　　　　細胞小器官は存在しない。一方、真核生物の核DNAは線状で核膜に包
　　　　　　まれており、ヒストンなどのタンパク質と結合している。また、各種の
　　　　　　細胞小器官が発達しており、細胞内で効率的な分業体制が整っている。
　　　　　　(127字)
　　　　
　　　
